
(57)【要約】

本発明は、内燃機関のガス交換弁（１）のステム端部（

２０）と、弁調節装置（４）のスリーブ状の調節部材（

２）との間の結合部（２４）であって、調節部材（２）

が、弁調節装置（４）の、圧力媒体によって負荷可能な

圧力領域（５８）の内側で軸方向に運動可能に案内され

ていて、ステム端部（２０）を少なくとも部分的に取り

囲んでいる形式のものに関する。本発明によれば、結合

部（２４）は、前記圧力領域（５８）の外側で、弁調節

装置（４）の、燃焼室から離れた側に形成された、有利

にはステム端部（２０）と同心的な開口（１６）の領域

に配置されている。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 燃 機 関 の ガ ス 交 換 弁 （ １ ） の ス テ ム 端 部 （ ２ ０ ） と 、 弁 調 節 装 置 （ ４ ） の ス リ ー ブ 状 の
調 節 部 材 （ ２ ） と の 間 の 結 合 部 （ ２ ４ ） で あ っ て 、 前 記 調 節 部 材 （ ２ ） が 、 弁 調 節 装 置 （
４ ） の 、 圧 力 媒 体 に よ っ て 負 荷 可 能 な 圧 力 領 域 （ ５ ８ ） の 内 側 で 軸 方 向 に 運 動 可 能 に 案 内
さ れ て い て 、 ス テ ム 端 部 （ ２ ０ ） を 少 な く と も 部 分 的 に 取 り 囲 ん で い る 形 式 の も の に お い
て 、
前 記 結 合 部 （ ２ ４ ） が 、 前 記 圧 力 領 域 （ ５ ８ ） の 外 側 で 、 弁 調 節 装 置 （ ４ ） の 、 燃 焼 室 か
ら 離 れ た 側 に 形 成 さ れ た 、 有 利 に は ス テ ム 端 部 （ ２ ０ ） と 同 心 的 な 開 口 （ １ ６ ） の 領 域 に
配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 内 燃 機 関 の ガ ス 交 換 弁 （ １ ） の ス テ ム 端 部 （ ２ ０ ） と
、 弁 調 節 装 置 （ ４ ） の ス リ ー ブ 状 の 調 節 部 材 （ ２ ） と の 間 の 結 合 部 （ ２ ４ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 開 口 （ １ ６ ） が 、 弁 調 節 装 置 （ ４ ） を 貫 通 し て 延 び る 貫 通 孔 （ ８ ） の 、 燃 焼 室 か ら 離
れ た 方 の 端 部 に 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 結 合 部 。
【 請 求 項 ３ 】
調 節 部 材 （ ２ ） が 、 弁 調 節 装 置 （ ４ ） の 貫 通 孔 （ ８ ） に よ っ て 軸 方 向 に 運 動 可 能 に ガ イ ド
さ れ た 調 節 ス リ ー ブ （ ６ ） を 有 し て い て 、 該 調 節 ス リ ー ブ （ ６ ） が 主 と し て 、 弁 調 節 装 置
（ ４ ） の 底 面 （ １ ０ ） か ら 開 口 （ １ ６ ） の 領 域 に ま で 延 び て い て 、 前 記 調 節 ス リ ー ブ （ ６
） に ガ ス 交 換 弁 （ １ ） の ス テ ム （ １ ８ ） が 、 弁 調 節 装 置 （ ４ ） の 底 面 か ら 導 入 さ れ 、 前 記
ス テ ム （ １ ８ ） を 結 合 部 （ ２ ４ ） が 有 利 に は 僅 か な 半 径 方 向 の 間 隔 を お い て 取 り 囲 ん で い
る 、 請 求 項 ２ 記 載 の 結 合 部 。
【 請 求 項 ４ 】
結 合 部 （ ２ ４ ） が 、 調 節 ス リ ー ブ （ ６ ） の 、 燃 焼 室 か ら 離 れ た 側 の 端 部 区 分 （ １ ４ ） に 形
成 さ れ て お り 、 該 端 部 区 分 （ １ ４ ） が 、 弁 調 節 装 置 （ ４ ） の 開 口 （ １ ６ ） か ら 所 定 の 距 離
だ け 突 出 し て お り 、 ガ ス 交 換 弁 （ １ ） の ス テ ム 端 部 （ ２ ０ ） が 、 調 節 ス リ ー ブ （ ６ ） の 、
燃 焼 室 か ら 離 れ た 方 の 端 部 区 分 （ １ ４ ） に 形 成 さ れ た 同 心 的 な 孔 （ ２ ２ ） 内 に 突 入 し 、 こ
こ で 保 持 さ れ て い る 、 請 求 項 ３ 記 載 の 結 合 部 。
【 請 求 項 ５ 】
弁 調 節 装 置 （ ４ ） の 開 口 （ １ ６ ） の 領 域 に 、 周 囲 に 対 し て 圧 力 領 域 （ ５ ８ ） を シ ー ル す る
た め の 管 状 の カ バ ー （ ３ ６ ） が 設 け ら れ い て 、 こ の カ バ ー （ ３ ６ ） を 、 調 節 ス リ ー ブ （ ６
） の 端 部 区 分 （ １ ４ ） が 突 出 し て い る 、 請 求 項 ４ 記 載 の 結 合 部 。
【 請 求 項 ６ 】
カ バ ー （ ３ ６ ） が 、 貫 通 孔 （ ８ ） の 、 半 径 方 向 内 側 の 周 面 （ ４ ８ ） と 、 調 節 ス リ ー ブ （ ６
） の 半 径 方 向 外 側 の 周 面 （ ２ ６ ） と の 間 に 半 径 方 向 で 配 置 さ れ て い て 、 半 径 方 向 外 側 の リ
ン グ 状 シ ー ル 部 材 （ ５ ０ ） と 半 径 方 向 内 側 の リ ン グ 状 シ ー ル 部 材 （ ５ ２ ） と を 支 持 し て い
る 、 請 求 項 ５ 記 載 の 結 合 部 。
【 請 求 項 ７ 】
調 節 部 材 （ ２ ） が さ ら に デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ピ ス ト ン （ ２ ８ ） を 有 し て お り 、 該 デ ィ フ ァ
レ ン シ ャ ル ピ ス ト ン （ ２ ８ ） が 、 調 節 ス リ ー ブ （ ６ ） の 半 径 方 向 外 側 の 周 面 （ ２ ６ ） に 保
持 さ れ て い て 、 弁 調 節 装 置 （ ４ ） の 貫 通 孔 （ ８ ） に 位 置 す る ガ イ ド ス リ ー ブ （ ３ ４ ） で 軸
方 向 可 動 に 案 内 さ れ て い る 、 請 求 項 ６ 記 載 の 結 合 部 。
【 請 求 項 ８ 】
デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ピ ス ト ン （ ２ ８ ） が 、 燃 焼 室 か ら 離 れ た 方 の 端 面 で 上 方 の 作 業 室 （ ４
０ ） を 制 限 し て い て 、 燃 焼 室 に 近 い 方 の 端 面 で 下 方 の 作 業 室 （ ４ ２ ） を 制 限 し て お り 、 こ
れ ら の 作 業 室 は そ れ ぞ れ 、 弁 調 節 装 置 （ ４ ） に 形 成 さ れ た 圧 力 媒 体 通 路 （ ４ ４ ， ４ ６ ） を
介 し て 圧 力 媒 体 を 充 填 可 能 ま た は 放 出 可 能 で あ る 、 請 求 項 ７ 記 載 の 結 合 部 。
【 請 求 項 ９ 】
下 方 の 作 業 室 （ ４ ２ ） が 圧 力 負 荷 さ れ て い る と 同 時 に 上 方 の 作 業 室 （ ４ ０ ） が 放 圧 さ れ て
い る 状 態 で は 、 デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ピ ス ト ン （ ２ ８ ） が ガ ス 交 換 弁 （ １ ） の 閉 鎖 方 向 に 押
さ れ 、 上 方 の 作 業 室 （ ４ ０ ） が 圧 力 負 荷 さ れ て い る 場 合 に は 、 デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ピ ス ト

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-506829 A 2004.3.4



ン （ ２ ８ ） が ガ ス 交 換 弁 （ １ ） の 開 放 方 向 に 押 さ れ る 、 請 求 項 ８ 記 載 の 結 合 部 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
背 景 技 術
本 発 明 は 、 請 求 項 １ の 上 位 概 念 に 記 載 の 形 式 の 、 内 燃 機 関 の ガ ス 交 換 弁 の ス テ ム 端 部 と 弁
調 節 装 置 の ス リ ー ブ 状 の 調 節 部 材 と の 間 の 結 合 部 に か ら 出 発 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
こ の よ う な 形 式 の 結 合 部 は Ｗ Ｏ ９ ９ ／ ６ ６ １ ７ ７ に よ り 公 知 で あ る 。 こ の 公 知 の 結 合 部 で
は 、 調 節 部 材 が デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ピ ス ト ン に よ っ て 形 成 さ れ て い て 、 該 デ ィ フ ァ レ ン シ
ャ ル ピ ス ト ン は 、 調 節 ケ ー シ ン グ 内 に 配 置 さ れ た シ リ ン ダ の 、 圧 力 媒 体 に よ っ て 負 荷 可 能
な 圧 力 領 域 の 内 側 で 軸 方 向 運 動 可 能 に 案 内 さ れ て い て 、 ガ ス 交 換 弁 の ス テ ム 端 部 を 取 り 囲
ん で い る 。 圧 力 領 域 は 、 シ リ ン ダ の 内 側 の 上 方 の 作 業 室 お よ び 下 方 の 作 業 室 を 含 ん で い る
。 デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ピ ス ト ン は 両 作 業 室 を 軸 方 向 で 隔 て て お り 、 そ の 両 端 面 で 制 限 し て
い る 。 両 作 業 室 の 圧 力 負 荷 に 応 じ て 、 デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ピ ス ト ン は シ リ ン ダ の 内 側 で 上
下 に 滑 動 さ れ る 。 ガ ス 交 換 弁 の ス テ ム 端 部 と デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ピ ス ト ン と の 結 合 は 、 楔
部 材 に よ っ て 行 わ れ る 。 楔 部 材 は 、 被 せ 嵌 め ら れ た 円 錐 状 の 緊 締 ス リ ー ブ に よ っ て 補 完 的
な 楔 角 度 で ス テ ム 端 部 に 半 径 方 向 に 押 し 付 け ら れ 、 デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ピ ス ト ン に 軸 方 向
で 支 持 さ れ て い て 、 こ れ に よ り 楔 部 材 の 半 径 方 向 内 側 の 内 周 面 に 形 成 さ れ た 環 状 突 起 が 、
ス テ ム 端 部 の 外 周 面 に 設 け ら れ た 環 状 溝 に 形 状 接 続 的 に 係 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ガ ス 交 換 弁 の ス テ ム 端 部 と デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ピ ス ト ン と の 間 の 結 合 部 は 、 端 部 側 で 、 シ
リ ン ダ に 一 体 の シ リ ン ダ 底 面 に よ っ て 制 限 さ れ て い る 上 方 の 作 業 室 に お い て 、 液 圧 的 に シ
ー ル さ れ た シ リ ン ダ の 完 全 に 内 側 に 配 置 さ れ て い る 。 従 っ て 結 合 部 は 、 液 圧 的 に シ ー ル さ
れ た シ リ ン ダ も し く は 調 節 ケ ー シ ン グ 全 体 が 予 め 取 り 外 さ れ て 初 め て 外 側 か ら ア ク セ ス 可
能 に な る 。 従 っ て 例 え ば 修 理 目 的 で 、 時 々 行 わ れ る 結 合 部 の 組 み 付 け も し く は 組 み 外 し の
過 程 で は 、 液 圧 回 路 を 開 か な け れ ば な ら ず 、 不 純 物 お よ び 空 気 が 液 圧 系 に 進 入 す る 危 険 が
あ る 。 さ ら に 、 調 節 ケ ー シ ン グ が 、 デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ピ ス ト ン に 対 し て 傾 い て 組 み 付 け
ら れ て い る 状 態 で は 、 シ ー ル 部 材 が 損 傷 さ れ る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
発 明 の 効 果
こ れ に 対 し て 、 内 燃 機 関 の ガ ス 交 換 弁 の ス テ ム 端 部 と 弁 調 節 装 置 の ス リ ー ブ 状 の 調 節 装 置
と の 間 の 本 発 明 に よ る 結 合 部 は 、 弁 調 節 装 置 の 開 口 部 の 領 域 に お け る そ の 位 置 に よ り 、 弁
調 節 装 置 を シ リ ン ダ ヘ ッ ド か ら 取 り 外 す 必 要 な し に 、 組 み 付 け も し く は 組 み 外 し の た め に
簡 単 に 接 近 で き る と い う 利 点 を 有 し て い る 。 本 発 明 に よ る 結 合 部 は さ ら に 、 弁 調 節 装 置 の
、 圧 力 媒 体 に よ っ て 負 荷 さ れ る 領 域 の 外 側 に 位 置 し て い る の で 、 液 圧 回 路 を 開 く 必 用 は な
い 。 弁 ス テ ム の 可 動 端 部 へ の 良 好 な ア ク セ ス 可 能 性 に よ り 、 結 合 部 を 視 覚 的 に 制 御 で き る
だ け で な く 、 実 験 目 的 で 、 セ ン サ 、 例 え ば 昇 降 セ ン サ の 簡 単 な 取 り 付 け も 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
請 求 項 ２ 以 下 に 記 載 さ れ た 手 段 に よ り 、 請 求 項 １ に 記 載 の 本 発 明 の 有 利 な 別 の 構 成 お よ び
改 良 形 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
特 に 有 利 な 手 段 に よ れ ば 、 開 口 部 は 、 弁 調 節 装 置 を 貫 通 し て 延 び る 貫 通 孔 の 、 燃 焼 室 か ら
離 れ た 方 の 端 部 に 形 成 さ れ て い る 。 調 節 部 材 は 、 弁 調 節 装 置 の 貫 通 孔 に よ っ て 軸 方 向 で 運
動 可 能 に ガ イ ド さ れ る 調 節 ス リ ー ブ を 有 し て い る 。 こ の 調 節 ス リ ー ブ は 、 ほ ぼ 弁 調 節 装 置
の 底 面 か ら 開 口 部 の 領 域 に ま で 延 び て い て 、 こ の ス リ ー ブ に は ガ ス 交 換 弁 の ス テ ム が 弁 調
節 装 置 の 底 面 か ら 導 入 さ れ る 。 調 節 ス リ ー ブ は こ の ス テ ム を 有 利 に は 僅 か な 半 径 方 向 の 間
隔 を お い て 取 り 囲 ん で い る 。 し た が っ て 、 内 燃 機 関 の 組 み 付 け の 際 に 、 弁 調 節 装 置 が シ リ
ン ダ ヘ ッ ド に 載 着 さ れ る と 同 時 に 、 ガ ス 交 換 弁 の ス テ ム が 、 弁 調 節 装 置 に 設 け ら れ た 相 応
の 貫 通 孔 に 導 入 さ れ る 。 ガ ス 交 換 弁 と 調 節 ス リ ー ブ と の 間 の 結 合 部 が 、 開 口 の 領 域 に 配 置
さ れ て い て 、 こ れ に よ り 良 好 に ア ク セ ス 可 能 で あ る の で 、 次 い で 組 み 付 け が 簡 単 に 上 方 か
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ら 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
有 利 に は 、 結 合 部 は 、 弁 調 節 装 置 の 開 口 か ら 所 定 の 距 離 だ け 突 出 す る 、 調 節 ス リ ー ブ の 、
燃 焼 室 か ら 離 れ た 方 の 端 部 区 分 に 形 成 さ れ て お り 、 ガ ス 交 換 弁 の ス テ ム 端 部 は 、 調 節 ス リ
ー ブ の 、 燃 焼 室 か ら 離 れ た 側 の 端 部 区 分 に 形 成 さ れ た 同 心 的 な 孔 内 に 突 入 し 、 こ こ で 保 持
さ れ る 。 結 合 部 が 弁 調 節 装 置 の 外 側 に 配 置 さ れ て い る の で 、 結 合 部 は さ ら に 良 好 に 接 近 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
別 の 構 成 に よ れ ば 、 調 節 装 置 の 開 口 の 領 域 に 、 圧 力 領 域 を 周 囲 に 対 し て シ ー ル す る た め の
リ ン グ 状 の カ バ ー が 設 け ら れ て お り 、 こ の カ バ ー を 通 っ て 調 節 ス リ ー ブ の 端 部 区 分 が 突 出
し て い る 。 こ の カ バ ー は 、 貫 通 孔 の 半 径 方 向 内 側 の 周 面 と 、 調 節 ス リ ー ブ の 半 径 方 向 外 側
の 周 面 と の 間 に 配 置 さ れ て い て 、 半 径 方 向 外 側 の リ ン グ 状 シ ー ル 部 材 と 、 半 径 方 向 内 側 の
リ ン グ 状 シ ー ル 部 材 と を 支 持 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
実 施 例 の 説 明
次 に 図 面 に つ き 本 発 明 の 実 施 例 を 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 １ に は 縮 尺 の 都 合 で 、 内 燃 機 関 の 弁 装 置 の う ち １ つ の ガ ス 交 換 弁 １ だ け が 示 さ れ て い る
。 こ の ガ ス 交 換 弁 １ は 、 弁 調 節 装 置 ４ の 調 節 部 材 ２ に よ っ て 、 上 下 開 閉 運 動 を 行 う よ う に
操 作 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
調 節 部 材 ２ は 調 節 ス リ ー ブ ６ を 有 し て い る 。 こ の 調 節 ス リ ー ブ ６ は 、 弁 調 節 装 置 ４ の 同 心
的 な 貫 通 孔 ８ を 貫 通 し て 延 び て お り 、 弁 調 節 装 置 ４ の シ リ ン ダ ヘ ッ ド 近 傍 ま た は 燃 焼 室 近
傍 の 底 面 １ ０ と 燃 焼 室 か ら 離 れ た 上 方 の 面 １ ２ と の 間 で 延 び て い て 、 自 由 端 部 区 分 １ ４ で
、 貫 通 孔 ８ の 、 燃 焼 室 か ら 所 定 の 距 離 だ け 離 れ た 開 口 １ ６ か ら 突 出 し て い る 。 ガ ス 交 換 弁
１ の ス テ ム １ ８ は 、 内 燃 機 関 の 燃 焼 室 に お け る 弁 座 を 起 点 と し て 、 縮 尺 の 都 合 で 図 示 さ れ
て い な い シ リ ン ダ ヘ ッ ド を 通 っ て 調 節 ス リ ー ブ ６ 内 に 突 入 し て い る 。 こ の 場 合 、 ス テ ム 端
部 ２ ０ は 、 調 節 ス リ ー ブ ６ の 、 燃 焼 室 か ら 離 れ た 端 部 区 分 １ ４ に 設 け ら れ た 、 ス テ ム と 同
心 的 な 孔 ２ ２ 内 ま で 延 び て い て 、 こ こ で 保 持 さ れ て い る 。 従 っ て 、 調 節 ス リ ー ブ ６ と ガ ス
交 換 弁 １ の ス テ ム 端 部 ２ ０ と の 間 の 結 合 部 ２ ４ は 、 弁 調 節 装 置 ４ の 燃 焼 室 か ら 離 れ た 側 で
、 貫 通 孔 ８ の 端 部 側 の 開 口 １ ６ の 領 域 に 設 け ら れ 、 有 利 に は 、 燃 焼 室 か ら 離 れ る 方 向 で こ
の 開 口 １ ６ か ら ず ら さ れ て 配 置 さ れ て い る 。 結 合 部 ２ ４ は 形 状 接 続 的 及 び ／ 又 は 摩 擦 接 続
的 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
調 節 部 材 ２ は さ ら に 液 圧 的 に 操 作 可 能 な 、 調 節 ス リ ー ブ ６ の 半 径 方 向 外 側 の 周 面 ２ ６ に 保
持 さ れ た デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ピ ス ト ン ２ ８ を 有 し て い る 。 こ の デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ピ ス ト
ン ２ ８ は 上 方 か ら 調 節 ス リ ー ブ ６ に 被 せ 嵌 め ら れ 、 例 え ば 調 節 ス リ ー ブ ６ に お い て 環 状 溝
内 で 支 持 さ れ た 固 定 リ ン グ ３ ０ に よ っ て 、 調 節 ス リ ー ブ ６ の 段 部 ３ ２ に 対 し て 軸 方 向 で ロ
ッ ク さ れ て い る 。 デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ピ ス ト ン ２ ８ は ガ イ ド ス リ ー ブ ３ ４ 内 で 軸 方 向 に 可
動 に ガ イ ド さ れ て い る 。 こ の ガ イ ド ス リ ー ブ ３ ４ は 、 リ ン グ 状 の カ バ ー ３ ６ に よ っ て 上 方
か ら 、 貫 通 孔 ８ の 段 部 ３ ８ に 対 し て 緊 締 さ れ て い る 。 従 っ て デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ピ ス ト ン
２ ８ 、 調 節 ス リ ー ブ ６ 、 ガ ス 交 換 弁 １ は 、 連 結 さ れ た 構 成 ユ ニ ッ ト を 形 成 し て い る 。 こ の
構 成 ユ ニ ッ ト は 、 弁 調 節 装 置 ４ の 貫 通 孔 ８ 内 で 、 よ り 正 確 に 言 う な ら ば ガ イ ド ス リ ー ブ ３
４ 内 で 軸 方 向 に 運 動 可 能 に ガ イ ド さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ピ ス ト ン ２ ８ は 、 燃 焼 室 か ら 離 れ た 方 の 上 方 の 端 面 で 上 方 の 作 業 室 ４
０ を 制 限 し て お り 、 燃 焼 室 に 近 い 下 方 の 端 面 で 下 方 の 作 業 室 ４ ２ を 制 限 し て い る 。 こ の 場
合 、 両 作 業 室 ４ ０ ， ４ ２ は デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ピ ス ト ン ２ ８ に よ っ て 互 い に シ ー ル さ れ て
お り 、 半 径 方 向 で 開 口 す る 圧 力 媒 体 通 路 ４ ４ ， ４ ６ を 介 し て 圧 力 媒 体 を 、 有 利 に は 液 圧 媒
体 を 充 填 、 ま た は 放 圧 す る こ と が で き る 。 こ の た め に 圧 力 媒 体 通 路 ４ ４ ， ４ ６ は 、 図 示 し
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て は い な い が 、 電 気 的 な 制 御 装 置 の 制 御 信 号 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ １ つ の 制 御 弁 に よ っ て 、
有 利 に は 電 磁 弁 に よ っ て 開 閉 制 御 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
上 方 の 作 業 室 ４ ０ は 、 貫 通 孔 ８ の 開 口 １ ６ に 挿 入 さ れ 、 貫 通 孔 ８ の 半 径 方 向 内 側 の 周 面 と
、 調 節 ス リ ー ブ ６ の 半 径 方 向 外 側 の 周 面 ２ ６ と の 間 に 配 置 さ れ た カ バ ー ３ ６ に よ っ て 周 方
向 で 上 方 に 対 し て 制 限 さ れ て い る 。 カ バ ー ３ ６ は 弁 調 節 装 置 ４ に 図 示 し て い な い 方 法 で 固
定 さ れ て い て 、 有 利 に は ね じ 締 結 さ れ て お り 、 半 径 方 向 外 側 の 周 面 で 、 周 方 向 に 延 び る 環
状 溝 を 有 し て い る 。 こ の 環 状 溝 に は 、 半 径 方 向 外 側 の リ ン グ 状 シ ー ル 部 材 ５ ０ が 収 容 さ れ
て い る 。 カ バ ー ３ ６ の 半 径 方 向 内 側 の 周 面 に は 、 周 方 向 で 延 び る 別 の 環 状 溝 が 設 け ら れ て
い て 、 こ の 環 状 溝 に は 、 半 径 方 向 内 側 の リ ン グ 状 シ ー ル 部 材 ５ ２ が 収 容 さ れ て い る 。 さ ら
に 、 上 方 か ら ガ イ ド ス リ ー ブ ３ ４ に 軸 方 向 で 当 接 す る カ バ ー ３ ６ は 、 そ の 下 面 で 半 径 方 向
の 横 方 向 孔 ５ ４ を 有 し て い て 、 こ れ に よ り 、 上 方 の 圧 力 媒 体 通 路 ４ ４ と 上 方 の 作 業 室 ４ ０
と の 間 が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
下 方 の 作 業 室 ４ ２ は 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド に 対 し て 、 下 方 の リ ン グ 状 シ ー ル 部 材 ５ ６ に よ っ て
シ ー ル さ れ て い る 。 こ の リ ン グ 状 シ ー ル 部 材 ５ ６ は 、 貫 通 孔 ８ の 、 半 径 方 向 内 側 の 周 面 ４
８ に 形 成 さ れ た 環 状 溝 に 収 容 さ れ て い て 、 調 節 ス リ ー ブ の 半 径 方 向 外 側 の 周 面 ２ ６ に 対 し
て シ ー ル さ れ て い る 。 カ バ ー ３ ６ に よ っ て 支 持 さ れ た 、 半 径 方 向 内 側 の 上 方 の リ ン グ 状 シ
ー ル 部 材 ５ ２ と 、 下 方 の リ ン グ 状 シ ー ル 部 材 ５ ６ と は 、 貫 通 孔 ８ と カ バ ー ３ ６ と に 対 し て
相 対 的 な 調 節 ス リ ー ブ ６ の 軸 方 向 の 運 動 の た め 、 可 動 シ ー ル 部 材 と し て 、 例 え ば リ ッ プ 状
シ ー ル 部 材 と し て 形 成 さ れ て お り 、 半 径 方 向 外 側 の 上 方 の リ ン グ 状 シ ー ル 部 材 ５ ０ は 静 的
に し か 負 荷 さ れ て お ら ず 、 た と え ば Ｏ リ ン グ と し て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
貫 通 孔 ８ の 内 側 、 燃 焼 室 か ら 離 れ た 上 方 の カ バ ー ３ ６ と 、 燃 焼 室 に 近 い 下 方 の リ ン グ 状 シ
ー ル 部 材 ５ ６ と の 間 に 位 置 す る 、 上 方 と 下 方 の 作 業 室 ４ ０ ， ４ ２ も 含 む 領 域 は 、 液 圧 的 な
圧 力 領 域 ５ ８ を 形 成 し て い る 。 こ の 領 域 は 運 転 中 に 圧 力 媒 体 に よ っ て 負 荷 す る こ と が で き
る 。 従 っ て ガ ス 交 換 弁 １ の ス テ ム 端 部 ２ ０ と 調 節 ス リ ー ブ ６ と の 間 の 結 合 部 ２ ４ は 、 液 圧
的 に シ ー ル さ れ た 圧 力 領 域 ５ ８ の 外 側 に 位 置 し 、 有 利 に は 弁 調 節 装 置 ４ の 貫 通 孔 ８ の 開 口
１ ６ か ら 僅 か に 間 隔 を お い て い る 。 選 択 的 に 、 結 合 部 ２ ４ は 、 貫 通 孔 ８ の 開 口 １ ６ に 配 置
さ れ て も よ く 、 ま た は こ の 開 口 １ ６ か ら 、 燃 焼 室 に 向 か っ て 所 定 の 距 離 だ け ず ら さ れ て 配
置 さ れ て も よ い 。 こ の 場 合 は 、 一 方 で は 、 結 合 部 ２ ４ が 外 部 か ら 十 分 に 接 近 し や す い よ う
に 、 開 口 １ ６ の 直 径 が 十 分 に 大 き く な け れ ば な ら な い 。 他 方 で は 、 結 合 部 ２ ４ が 、 液 圧 的
な 圧 力 領 域 ５ ８ の 外 側 に 位 置 す る よ う に 、 上 方 の カ バ ー ３ ６ が 燃 焼 室 に 向 か っ て ず ら さ れ
て い な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
弁 調 節 装 置 ４ の 開 口 １ ６ に 関 す る 結 合 部 ２ ４ の 高 さ 位 置 と は 無 関 係 に 、 ガ ス 交 換 弁 １ の ス
テ ム １ ８ は 常 に 下 方 か ら 、 即 ち シ リ ン ダ ヘ ッ ド か ら 調 節 ス リ ー ブ ６ 内 に 突 入 さ れ て い る 。
従 っ て 、 内 燃 機 関 の 組 み 付 け の 際 に は 弁 調 節 装 置 ４ が シ リ ン ダ ヘ ッ ド に 載 着 さ れ る と 同 時
に ガ ス 交 換 弁 １ の ス テ ム １ ８ が 、 貫 通 孔 ８ 内 に 保 持 さ れ た 調 節 ス リ ー ブ ６ 内 に 導 入 さ れ る
。 有 利 な 構 成 で は 、 弁 調 節 装 置 ４ の 内 の り の 高 さ は 、 閉 鎖 状 態 に あ る ガ ス 交 換 弁 １ の ス テ
ム 端 部 ２ ０ が 、 貫 通 孔 ８ の 開 口 か ら 所 定 の 距 離 だ け 突 出 す る よ う な 大 き さ で あ る の で 、 ス
テ ム 端 部 ２ ０ と 、 同 様 に 開 口 １ ６ か ら 突 出 す る 調 節 ス リ ー ブ ６ の 所 属 の 端 部 区 分 １ ４ と の
間 の 結 合 部 ２ ４ は 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド に 既 に 弁 調 節 装 置 ４ が 載 着 さ れ た 状 態 で も 上 方 か ら 容
易 に ア ク セ ス で き 、 組 み 付 け も し く は 組 み 外 し 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
弁 調 節 装 置 ４ の 作 用 形 式 は 次 の 通 り で あ る 。 下 方 の 作 業 室 ４ ２ は 下 方 の 圧 力 媒 体 通 路 ４ ６
を 介 し て 常 に 圧 力 媒 体 が 供 給 さ れ て い る 。 上 方 の 作 業 室 ４ ０ の 放 圧 の 際 に は 、 デ ィ フ ァ レ
ン シ ャ ル ピ ス ト ン ２ ８ が 、 調 節 ス リ ー ブ ６ と と も に 上 方 に 向 か っ て 押 し の け ら れ 、 次 い で
、 調 節 ス リ ー ブ ６ に 接 続 さ れ た ガ ス 交 換 弁 １ が 閉 鎖 位 置 に も た ら さ れ る 。 こ れ に 対 し て 、
上 方 の 作 業 室 ４ ０ は 、 詳 し く は 図 示 し な い 方 法 で 、 ２ つ の 制 御 弁 、 有 利 に は ２ つ の 電 磁 弁
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に よ っ て 圧 力 負 荷 さ れ 、 こ れ に よ り デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ピ ス ト ン ２ ８ は 、 上 方 の 作 業 室 ４
０ が 、 下 方 の 作 業 室 ４ ２ と 比 較 し て 大 き な 液 圧 作 用 面 を 有 し て い る こ と に 基 づ き 、 燃 焼 室
の 方 向 で 下 方 に 向 か っ て 運 動 し 、 こ れ に よ り ガ ス 交 換 弁 １ は 開 放 位 置 に も た ら さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 内 燃 機 関 の ガ ス 交 換 弁 の ス テ ム 端 部 と 弁 調 節 装 置 の ス リ ー ブ 状 の 調 節 部 材 と の 間
の 本 発 明 に よ る 結 合 部 の 有 利 な 構 成 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(7) JP 2004-506829 A 2004.3.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(8) JP 2004-506829 A 2004.3.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(9) JP 2004-506829 A 2004.3.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(10) JP 2004-506829 A 2004.3.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(11) JP 2004-506829 A 2004.3.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(12) JP 2004-506829 A 2004.3.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(13) JP 2004-506829 A 2004.3.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(14) JP 2004-506829 A 2004.3.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(15) JP 2004-506829 A 2004.3.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(16) JP 2004-506829 A 2004.3.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(17) JP 2004-506829 A 2004.3.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(18) JP 2004-506829 A 2004.3.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(19) JP 2004-506829 A 2004.3.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(20) JP 2004-506829 A 2004.3.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(21) JP 2004-506829 A 2004.3.4



【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト （ コ レ ク ト バ ー ジ ョ ン ） 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(22) JP 2004-506829 A 2004.3.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(23) JP 2004-506829 A 2004.3.4



【 国 際 調 査 報 告 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(24) JP 2004-506829 A 2004.3.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(25) JP 2004-506829 A 2004.3.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(26) JP 2004-506829 A 2004.3.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(27) JP 2004-506829 A 2004.3.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(28) JP 2004-506829 A 2004.3.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(29) JP 2004-506829 A 2004.3.4



フロントページの続き

(74)代理人  100114890
            弁理士　アインゼル・フェリックス＝ラインハルト
(74)代理人  230100044
            弁護士　ラインハルト・アインゼル
(72)発明者  ゲオルク　マレブライン
            ドイツ連邦共和国　コルンタール－ミュンヒンゲン　ノイハルデンシュトラーセ　４２／１
(72)発明者  ヘルマン　ゲスラー
            ドイツ連邦共和国　ファイヒンゲン　イム　ヘルンレ　１４
(72)発明者  ウド　ディール
            ドイツ連邦共和国　シュツツトガルト　アルテ　シュツツトガルター　シュトラーセ　１１５
(72)発明者  カルステン　ミシュカー
            ドイツ連邦共和国　レオンベルク　グロッケントゥルムシュトラーセ　１８
(72)発明者  ライナー　ヴァルター
            ドイツ連邦共和国　プライデルスハイム　ルートヴィヒ－ホーファー－シュトラーセ　２
(72)発明者  シュテファン　ライマー
            ドイツ連邦共和国　マルクグレーニンゲン　レムベルガーヴェーク　２
(72)発明者  ジモン　キーザー
            ドイツ連邦共和国　ザクセンハイム　メッターシュトラーセ　４７
(72)発明者  アンドレアス　バウマン
            ドイツ連邦共和国　マルクグレーニンゲン　ベルクヴェーク　２
(72)発明者  ベルント　ローゼナウ
            ドイツ連邦共和国　タム　ウルマー　シュトラーセ　１
(72)発明者  ユルゲン　ウルム
            ドイツ連邦共和国　エバーディンゲン　ウーラントシュトラーセ　２１
(72)発明者  セヴァン　タティヨシャン
            ドイツ連邦共和国　ゼルスハイム　ヴィルヘルム－ハウフ－シュトラーセ　２１／１
(72)発明者  ユルゲン　シーマン
            ドイツ連邦共和国　マルクグレーニンゲン　アイヒェンヴェーク　９
(72)発明者  クリスティアン　グローセ
            ドイツ連邦共和国　コルンヴェストハイム　オストシュトラーセ　１３
(72)発明者  フォルカー　ボイヒェ
            ドイツ連邦共和国　シュツツトガルト　ヴィースバーデナー　シュトラーセ　３７
Ｆターム(参考) 3G018 AB12  AB16  BA10  CA19  DA54  DA56  DA58  DA63  EA24  FA01
　　　　 　　        FA06  FA07  GA17

(30) JP 2004-506829 A 2004.3.4


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	international-document-image-group
	search-report
	overflow

